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要 旨
本研究では、本校における㩭明な太陽像の観測に適したሙᡤの㑅定を目的とする。⊂⮬プログラムを用い、シーイ

ングおよびシンチレーションの2つの観点から大気ゆらࡂをホ౯した結果、2かᡤ間に有意な差は見られなかった。

１．ᗎㄽ
ᮾி㒔୰㔝༊にあるᮾி㒔立ᐩኈ高等学校において、大気ゆらࡂの影響がᑡない太陽観測ሙᡤを調ᰝした。シー

イングは、地ୖから高いሙᡤやỈ㎶においてⰋዲであることが▱られている¹）。そのた

め、本校のᒇୖおよびプールサイドにおいて太陽観測を行い、⊂⮬に㛤発したプログラム

を用いて大気ゆらࡂを数値化した。

２．観測
各地点において、1,000フレームの同時観測を1日

7ᅇ、4日間でィ56,000フレームの撮影を実施した。

観測に先立ࡕ、౑用する望遠鏡間に性能差がないこ

とを確認した²）。なお、同時に気ᅽ、㢼向、‵度な

。の⎔ቃ要ᅉも収集した。観測装置を表1に示す࡝

３．ゎᯒᡭ㡰
[シーイングの解析方法] 

1. 観測した太陽の動画をẖフレーム画像としてษり出す。

2. 画像ෆの太陽デ࢕スクを෇と௬定し、ࣁフ変᥮を用いて

෇の୰心および༙ᚄを検出する。  

3. 太陽像の⦕௜近の明るさをࣆクセルの୪びにἢって取得

し、その明るさの変化をᚤ分した値の最大値（㸻明るさの

変化が最大の点）をࠕ太陽像の⦕ࠖと定⩏した（図1）。  

4. 近ఝした෇と実㝿の太陽像の⦕との㊥㞳の差からᶆ‽೫

差を求め、大気ゆらࡂの値とした。  

[シンチレーションの解析方法] 

1. シーイングの解析と同様に各フレームの太陽像の୰心

を、ࣁフ変᥮を用いて検出する。  

2. 㔜心が太陽像の୰心と㔜なる37×37 pixelの正方ᙧにおいて、その㡿ᇦෆの明るさの値を

取得し、各フレームの明るさのᖹᆒ値を出し、そのᖹᆒ値の動画全体のᶆ‽೫差を求め、シ

ンチレーションの値とした（図2）。  

４．ゎᯒ結果
3. 解析手順を用いて、観測した太

陽像において発生した大気ゆらࡂの

大きさを求めた。観測される太陽像

ୖの㊥㞳R、理ㄽୖの大きさݎҧ につい

てᒇୖでR= ݎҧ ±8.26 [͜]プールサ

イドでR= ݎҧ ±8.01 [͜]となった。

また、4月27日、7月20日、8月30日の観測結果について、シーイングとシンチレーションの各1,000フレームにおけ

るᶆ‽೫差の相関を調べた結果を表2に示す。

さらに、これらの観測結果において、シーイングと㢼㏿の時間変化を比較した結果は図3のようになった。

５．考察
2地点のシーイングサイズを、ࣆクセル分解能（1pix =3.704"）を考៖して比べると、本観測においては観測ሙ

ᡤによる有意な差はなかった。よって、いࡎれの地点においても同⛬度に㩭明な画像が得られると考えられる。

表2より、シーイングとシンチレーションの間の相関係数のᖹᆒは0.652であり、ᙅい正の相関が見られた。7月

20日および8月30日の観測ではᙉい正の相関が確認された一方、4月の観測では相関がᙅい、または負の相関を示す

ሙ合も見られた。これらの結果から、シーイングとシンチレーションには一定の関係性があるものの、ᙉく安定し

た相関は認められないため、୧者を比較しながら総合的に調べる必要があると考えられる。

図3のシーイングと㢼㏿のᅇᖐ┤⥺から、シーイングと㢼㏿の変化には関係性があり、㢼㏿がᙉくなるとシーイ

ングがᝏ化し、㢼㏿がᙅいሙ合にはシーイングがⰋዲとなる傾向が見られた。ู日も同様であった。したがって、

観測ሙᡤによらࡎ、㢼㏿がᙅい日に観測することで、大気ゆらࡂの小さいデータが得られると考えられる。
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